
5No.29　2008.2

木元昂汰君がアメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）へ木元昂汰君がアメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）へ

　公民館主催の第３回仙北市書初大会が、１月８日に角館交流センターを会場に小中
学生から一般までの５９名が参加し開催されました。
　参加者は「ひかり」「世界平和」など学年ごとの課題に取り組み、一字一字に新年
の思いを込めて、ていねいに筆を運んでいました。提出された作品は市内の書道家に
より審査され、金賞から銅賞まで選出されました。
　今回の作品は全て２月４日から２月１７日まで、タカヤナギワンダーモール店で展示いた
しますので、是非ご覧ください。
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国際雪像大会で田沢湖チームが３位入賞国際雪像大会で田沢湖チームが３位入賞

石黒市長へ報告に訪れた木元君

　１月１０日から１３日まで、中国ハルビン市で国際雪像大会が開催され、地元中国やロシ
ア、カナダ、日本など１４カ国・２１チームが出場しました。
　この大会に、日本から田沢湖高原雪まつりで毎年雪像を制作している菅原俊昭さんと田
沢湖観光協会職員の小田島広仁さん、市職員の高橋和宏さん、同細川秀清さんの４人で
結成した田沢湖チームと新潟県十日町チームが出場。パウダースノー状態で固められた約３

メートル四方の雪の塊をなたやのこぎり、のみなどの
手動工具を巧みに使い分け、慣れない雪質に注意
しながら、迫力ある「なまはげ」の顔を作り上げました。テーマ・芸術性・創造性・雪の利用技術の基
準で、有名な芸術家などによる審査の結果、田沢湖チームが３位に入賞し、１月２５日、石黒市長
に入賞の報告に訪れました。
　なお、２月２２日から始まる田沢湖高原雪まつり会場に、国際大会で披露したような雪像が登
場しますので、ご期待下さい。

　県では、科学などに興味を持ち、将来科学技術分野で大きく活躍していただくため、県内の
小学５年生から中学２年生を対象に「科学立県秋田を担う人材育成パイロット事業」を実施し
ています。
　この事業に、平成１９年度ジュニア算数オリンピック大会でファイナリストとなった木元昂汰君
（西明寺小・５年）が選抜され、１月６日から１３日までの８日間、アメリカ合衆国のＮＡＳＡやジョン

ソン宇宙センター、マサチューセッツ工科大学、ハーバード大学など
を訪問し、世界最先端の科学技術などを実際に体験しました。
　「日本では体験できない、世界の最先端を体験でき、とても感動した」と話す木元君が一番印象に残った
のは、火星探査機「ローバー」のラジコンを使い、３チームに分かれて岩石採取の競争をしたことだそうです。
この貴重な体験をとおし「将来は、ハーバード大学へ進み、ＮＡＳＡの研究員になりたい」という大きな夢に向
かい目を輝かせていました。

まるで月面旅行（NASAにて）

◆金賞　戸澤彩（角館西小・１年）白川葵（西明寺小・２年）雲雀裕稀（白岩小・２年）戸澤咲子（角館西小・３年）仙波映
　里奈（角館東小・３年）細川竣平（神代小・４年）栗林正弥（角館東小・４年）高倉未帆（神代小・５年）仙波佑奈（角館
　東小・５年）小野愛理（生保内小・６年）大山加央（神代小・６年）田口愛梨（中川小・６年）戸澤菜摘（角館中・１年） 
　高橋保乃佳（角館中・３年）石川愛香（角館南高・２年）石郷岡美咲（角館南高・２年）伊藤春香（角館南高・２年）佐々
　木恵美（角館南高・２年）高橋比呂子（角館南高・３年）
◆銀賞　佐々木茉裕（中川小・１年）青山凜（白岩小・２年）工藤周（神代小・３年）太田侑希（神代小・３年）田口貴大（生
　保内小・３年）藤村崇史（生保内小・４年）藤原夏菜（神代小・４年）鈴木友里香（中川小・４年）三浦珠実（神代小・５
　年）古山怜（生保内小・５年）高橋実咲（神代小・６年）進藤万梨那（角館東小・６年）戸澤慶子（中川小・６年）田口慧 
（角館中・１年）高橋絵美（角館南高・１年）山田亜寿美（角館南高・１年）山谷優（角館南高・１年）
◆銅賞　鈴木吟河（神代小・１年）三浦こころ（神代小・１年）阿部有沙（中川小・１年）平野凜香（角館東小・２年）大石
　美晴（生保内小・３年）加藤理聖（生保内小・３年）石郷岡香乃（角館西小・３年）鈴木貴信（中川小・３年）千葉結理 
（生保内小・４年）千葉直登（中川小・４年）黒沢稔治（中川小・４年）山本康平（中川小・４年）田口華帆（生保内小・5
年）星野日菜子（生保内小・５年）竹林祥（角館東小・５年）小林瑞穂（中川小・６年）阿部瑞希（中川小・６年）藤村友
理絵（生保内中・１年）福田香織（角館南高・１年）小松真依（角館南高・１年）玉井里奈（角館南高・１年）


